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掲載内容 
 
新製品情報 
・励起レーザーに AOTF コンバイナを搭載した高速・高解像の共焦点システむ“MM ICS”がリリース 
･AutoQuant X Ver2.0(Auto Debuor/Auto Visualize)がリリース 
 
技術情報 

・浜松ホトニクス社製 AQUACOSMOS と MetaMorph を 1 台の PC にインストールする場合の問題対策 

・Meta Ver7.1.3 において、旧式の Leica 電動顕微鏡(RXA、IRBE、RBE シリーズ)を制御する場合の問 
 題対策 
 
その他 
・MetaMorph 3Quarity UP キャンペーンのお知らせ 
・LED 励起光源“precisExcite”カタログのご紹介 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



１） 共焦点システム MM ICSがリリースされました 

MetaMorphで制御可能な高輝度・高速・高解像・低光ダメージの新スキャニング方式採用の共焦点シ

ステムがこの度リリースされました。 
主な特徴は以下の通りです 
 
＜高輝度・高速・高解像＞ 
新方式の 2Dアレイスキャニング方式により、最高 1000fpsの高速画像取得を実現。 
また、ピンホールの大きさを使用対物レンズにより選択することが可能です。これにより、従来では使用

の難しかった低倍レンズでのリアルタイム共焦点画像を最適の光学系で得る事が可能になりました。 
 
さらに、ニポウディスク方式に比べ、光ダメージも少ない為、長時間のライブセルイメージングにも非常

に優れた性能を発揮いたします。 

           通常の蛍光画像                    MM ICSでの共焦点画像 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



＜AOTF方式レーザコンバイナ、アライメントフリーの光学系＞ 
MM ICSは最大 8 波長の励起用レーザーユニットを高速、高精度に出力制御可能なAOTF方式レーザ

ーコンバイナを用意しております。 
フィルタ方式のコンバイナと比べ、レーザー光の高精度な分離出力に加え、1%単位でのレーザーパワ

ー制御を波長ごとに行う事が可能です。 
これらの制御は全てMetaMorph上で容易に制御が可能になっています。 

 
AOTFを用いる事で、Dual View等を使った 2 波長蛍光画像の同時取得が非常に有利になります。 
これは励起波長ごとにレーザーパワー設定を行える為、2 波長の蛍光輝度を簡単に同調させる事が可

能だからです。これまでは明るい蛍光の吸収側にNDフィルタをその都度入れて対応していましたが、

MM ICSでは励起レーザーを個別で出力調整するだけで簡単に調整が可能となっています。 
 

                
 
また、Journalと併用する事で、2 波長蛍光を同時に取得しながらリアルタイムでレシオグラフを作成す

るといった実験系を組む事も可能です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

緑枠内の蛍光画像

の励起レーザーの

出力を抑えるだけ

で、右図の様にそれ

ぞれの波長間同士

の輝度差を合わせ

ることが可能です。



各ダイクロックミラー、吸収フィルタはアライメントフリーとなっており、交換に特別な調整を必要としませ

ん。光学系はダイクロックミラーが 4 枚、吸収フィルタは 5 枚組み込む事が可能で、ピンホールサイズ等

を含め、全てMetaMorphのConfigure Illuminationにて従来通りの容易な設定が可能となっています。 
 
＜用途に応じたオプション＞ 
MM ICSでは用途に応じたオプションをご用意しています。 
DAPI、Hoechist等のUV励起蛍光試薬に最適な 405nmレーザーを高効率で導入できる専用ポートの

他、高速FRETなどの撮影に最適な高速吸収フィルタホイールユニットなどご用意しています。 
 
デモ機は 405,442,491,561,642 レーザーの 5 波長組合せとなっています。 
本製品の詳細、デモ等については当社営業担当に御相談ください。 
 
リアルタイム共焦点システム MM ICS 
・MM  ICS-491 
・MM  ICS-491/561 
・MM  ICS-491/561 DV 
 

２） AutoQuant X Ver2.0(Auto Debuor/Auto Visualize)がリリース 
AutoQuant X Ver2.0 がこの度リリースされました。主な内容は以下の通りです。 
 
・処理速度の向上 
 AutoQuant X Ver1.x に比べ、約 25%の処理速度向上を実現しました 
 (同じデータセット、PC 環境下での比較において) 
・64bitCPU 対応 
  64bitCPU に対応しました。これにより更に高速での処理を実行できます。 
・使用可能な RAM サイズの拡大 
  利用可能な RAM メモリサイズがこれまでの 3.2GB から 16GB に拡大。巨大サイズの Stack ファイ  
 ルなどにも対応できるようになりました。  
 
なお、Windows Vista には現在の所、未対応となっておりますので、御注意ください。 
 

３） 浜松ホトニクス社製 AQUACOSMOS と MetaMorph を 1 台の PC にインストールする場合の問題対策 
浜松ホトニクス社製 AQUACOSMOS がインストールされている PC に MetaMorph をインストールすると

AQUACOSMOS の USB ドングルキーを認識しなくなる事があります。 

これは AQUACOSMOS と MetaImaging Series ソフトウェアのドングルキーが同じ Sentinel ドライバを利

用している事が原因です。 

MetaMorph をインストールする際、MetaImaging Series ソフトウェア用の USB ドングルキードライバ

“Sentinel”がインストールされますが、このバージョンが現在インストールされる 7.3.0 では

AQUACOSMOS のドングルキーがドライブできず、認識できません。 
これを解消するには Sentinel ドライバのバージョンを 7.2.2 にダウングレードしていただく事で、両者共

に認識する事ができます。 
なお、当社は MetaImaging Series と AQUACOSMOS とのバンドルインストールは推奨しておりません。        
 

４） Meta Ver7.1.3 にて、旧式 Leica 電動顕微鏡(RXA、IRBE、RBE シリーズ)が制御できない問題の対策 
Meta Imaging Series Ver7.1.3 において、RXA、IRBE、RBE シリーズと言った旧式の Leica 電動顕微

鏡を制御できない問題が見つかりました。この問題を解消するには Meta Imaging Series がインストー

ルされているディレクトリ(通常は C:\MM)に以下のファイルがありますので、そのファイル名を変更してく

ださい。 
誤作動を起こすファイルは“d”と“w”の間にあるアンダーバー“_”が 2 つ存在しますので、どちらか一方

を削除してください。 
 
訂正前：uic_d__wLeica.dll 
訂正後：uic_d_wLeica.dll 
 



５） LED 励起光源“precisExcite”カタログのご紹介 
長寿命、高速切替、出力制御可能な次世代蛍光励起光源である LED 励起光源“precisExcite”のカタ

ログをご用意いたしました。 
長時間のタイムラプスの他、従来のアーク光源に比べ非常に照明ムラの少ない光源ですので、低倍で

の蛍光撮影、低倍レンズでの ScanSlide 等に非常に有効なユニットとなっております。 
 

   
 

                                                              以上 


